予算要求資料
平成30年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：工鉱業振興費
	事業名　新岐阜かかみがはら航空宇宙博物館利用促進事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　 商工労働部　航空宇宙産業課　博物館整備係 電話番号：058-272-1111（内2936）

E-mail：c11354@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　100,000千円（前年度予算額：120,000千円）

＜財源内訳＞

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	120,000
	53,881
	0
	0
	0
	2,000
	0
	0
	64,119

	要求額
	100,000
	0
	0
	0
	0
	2,000
	3,742
	0
	94,258

	決定額
	100,000
	21,531
	0
	0
	0
	2,000
	3,742
	0
	72,727


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・本県は「モノづくり立県」として高い技術力を有する中小企業が集積する一方で、高校生をはじめ若手人材が近隣県へ流出し、新たな担い手の確保が充分でない状況に直面している。県経済を牽引する航空機など成長産業分野の人材の確保・育成は、産業の競争力を高める上で喫緊の課題である。そのため、人材育成の確保・育成の取り組みを支援し、新たな担い手の発掘を推進する。
・そこで、県では、平成２９年３月に策定（改定）した「岐阜県成長・雇用戦略２０１７」において、「航空宇宙産業の製造品出荷額倍増プロジェクト」を最重要プロジェクトに位置付け、人材育成・確保の強化、生産拡大の支援、県内航空宇宙産業のＰＲなどに取り組むこととしている。

・同プロジェクトでは、国内唯一の航空と宇宙の専門博物館である「岐阜かかみがはら航空宇宙博物館」を活用して、小中学生の航空宇宙に対する興味の喚起と同産業への将来の就業促進を図ることとしており、県は各務原市と共同でリニューアルを行い、平成３０年３月２４日にオープンさせる。
・平成３０年度は、リニューアルオープンした博物館の更なる魅力及び認知度向上を図り、来館者を増加（利用促進）させる必要がある。
（２）事業内容
リニューアル後の博物館の来館者数の増加を図る（利用促進）ため、博物館の魅力及び認知度を向上させる事業を実施する。
１．特別イベントの開催（22,146千円）

博物館の認知度を高め、来館者数を増加させるため、航空・宇宙に関連する全国レベルの大会やリニューアルオープン１周年記念イベントを開催する。
２．人材育成（6,180千円）

展示物を活用した「教育プログラム」（３ヶ年）の開発（修正）及び県内高校生を対象とした宇宙工学講座を行う。（企業版ふるさと納税対象事業）
３．展示内容の充実（15,806千円）
平成２８年度に連携協定を締結したスミソニアン航空宇宙博物館及びＪＡＸＡ等から展示物を借受・購入し、博物館の魅力向上を図る。
４．観光誘客（52,300千円）

博物館来館者数増加及び地域経済活性化のため、観光誘客を行う。
５．関係機関・団体との連携強化（3,568千円）
博物館の更なる魅力向上のため、既存連携先との関係の深化と新たな連携先の開拓を模索する。
（３）県負担・補助率の考え方

県と市は、共同で博物館を所有し、運営することとしているので、本事業は、原則として県と市が同額負担する。ただし、県の施策として県が主体的に実施するもの及びその効果が市の域を超えて波及するものは県が全額を負担する。
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	206
	報償費

	旅　費
	5,921
	費用弁償、業務旅費

	需用費
	3,191
	消耗品費、対外交流費、会議費、印刷製本費、修繕料

	役務費
	1,284
	役務費（通信運搬費）、保険料

	委託料
	79,842
	業務委託料

	使用料及び賃借料
	510
	使用料及び賃借料

	備品購入費
	5,000
	備品購入費

	負担金、補助及び交付金
	4,046
	負担金

	合計
	100,000
	


	　決定額の考え方
　地方創生推進交付金を充当します。



４　参考事項
（１）事業主体及びその妥当性
「岐阜県成長・雇用戦略２０１７」に掲げる「航空宇宙産業の製造品出荷額倍増プロジェクト」において、「岐阜かかみがはら航空宇宙博物館を活用した小中学生の航空宇宙に対する興味の喚起と同産業への将来の就業促進」を具体的な取組として位置付けていることから、博物館が共同で所有し、管理する方針の下、市と共同で取り組むことが妥当である。なお、本博物館の維持管理については、指定管理者が行う。
事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
平成３０年度の来館者数５０万人を目指すとともに、博物館を活用した本県の航空宇宙産業のＰＲを実施する。また、同博物館の利用促進を図ることにより、子どもたちに航空宇宙への夢や魅力を伝え、航空宇宙に興味を持たせ、同産業への就業につなげることにより人材不足の解消を目指す。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	博物館の来館者数（人）
	123,027
（H26）
	136,857
（H27）
	
	96,739
（H28.9）
	500,000
（H30）
	19％



（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

○リニューアルＰＲイベントの開催
・宇宙講演会（381人参加）
・サッカー公式試合前博物館ＰＲ（約1.7万人にＰＲ）
・人工衛星・探査機模型コンテスト作品展(応募件数7組)

・ＰＲブース出展（9回出展　約1.2万人にＰＲ）
〇その他
　 ・ＪＡＸＡ、スミソニアン国立博物館からの展示物の借入

・愛称・ロゴマーク決定（愛称応募数：837点、ロゴマーク応募数:1492点）

・博物館ＷＥＢサイト構築

・ガイドブック製作

・教育プログラム開発（作成数11種類）

・オリジナルグッズ募集（応募数338点）
・スタッフボランティア研修の実施　等


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

○博物館閉館中も、収蔵庫で連携先借受け展示物等を先行公開することにより、来館者のリニューアルに対する期待感を増幅することができた。
○各種イベント開催及びＰＲブース出展により、リニューアルの機運を高め、広くリニューアルをＰＲすることができた。
○オリジナルグッズ開発、ガイドブック製作、ＷＥＢサイト構築、スタッフボランティア研修の開催等を通じて、オープンに向けた体制を整備することができた。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	航空宇宙産業は今後更なる成長が見込まれているが、人材育成・確保等が喫緊の課題となっている。そこで、県では、平成２９年３月に策定（改定）した「岐阜県成長・雇用戦略２０１７」において、「航空宇宙産業の製造品出荷額倍増プロジェクト」を最重要プロジェクトに位置付け、航空宇宙産業のわが国有数の集積地である各務原地域と中部地域を広くＰＲするとともに、次代の航空宇宙産業を担う子どもたちに興味を持ってもらうことで将来の人材確保を掲げていることから、県が関与し本事業を進めていく必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○
	事業開始時（Ｈ26年度）の来館者数よりも、事業実施後（Ｈ27年度）の来館者数が増加していることから、事業の有効性は高いと言える。※リニューアル工事のためＨ28年10月から閉館中のため、Ｈ28年度の来館者数は比較できない。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○
	本事業は、有識者で構成する意見交換会メンバーの監修のもと、的確に推進する計画であるため、事業の効率性は図られている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
平成３０年度の来館者数を５０万人にするためには、いかに効率的に博物館の魅力及び認知度の向上をさせるかが課題である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

集客イベント開催、人材育成、観光誘客、各種連携先の連携強化を実施することで、博物館の魅力及び認知度向上に取り組み、将来の航空宇宙産業の人材育成・確保の足掛かりとする。


※Ｈ２８年１０月からリニューアル工事のため一時休館中








